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地4-1 ○ ○ 人文科学 〈若者が創る日韓友好のあした〉 高　吉嬉 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ・小学校対応可（高学年を対象とします。） ○

地4-2 × ○ 人文科学 〈漢字と日本文化〉 三上　英司 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ○

地4-3 × ○ 人文科学

〈「正直」ってどういうこと？－論語の問い掛け－〉

「真っ直ぐに生きる」とは具体的にどのように行動することなのか、高校生に問い

かけます。

三上　英司 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ○

地4-4 × ○ 人文科学

〈『論語』に学ぶ後悔しない進路選択術〉

行動の指針と具体策を提起し続けるアジアが誇るロングセラー『論語』を素材に、

自己の進路決定に必要な意識の持ち方と実践について実感してもらいます。

三上　英司 教授
講義・

ワークショップ
ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

地4-5 × ○ 人文科学 〈漢字・熟語の仕組み〉 三上　英司 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ・小学校対応可 ○

地4-6 ○ ○ 人文科学

〈多読による英語学習〉

英語学習の有効な方法のひとつとして知られる多読（extensive reading）の理論

と実践についてお話しします。

三枝　和彦 准教授 講義 30名程度 60分 ○ ○
・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○

地4-7 ○ ○ 人文科学

〈哲学・倫理学の基本概念の考察：尊厳〉

哲学・倫理学の基本的な概念の理解を深めます。今回は「尊厳」について、基本的

な意味と関連する問題を考察します。

松本　大理 准教授 講義 ご相談に応じます。 45～90分程度 ○

・繰り返し不可。録画不可。

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。

○

地4-8 ○ ○ 人文科学

〈アメリカと日本の文化の違い〉

This interactive talk will focus on some basic differences between the

United States and Japan. Students will consider familiar topics such as

eating habits, school life, and gestures.

ミラー ジェリー 准教授 講義・実習 20名～30名 60分～90分 ○

・講義は英語で行います。

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。

○

地4-9 ○ ○ 人文科学

〈実践英会話〉

This lesson will focus on answering basic questions in English quickly

and confidently. In addition, students will learn how to ask for help

when they do not understand.

ミラー ジェリー 准教授 講義・実習 20名～30名 60分～90分 ○

・講義は英語で行います。

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。

○
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地4-10 ○ ○ 教育

〈若者／青年のあいだ－日本の「青年期」誕生とその後－〉

近世から現代に至る、いわば"Youth"の訳語となる「若者／青年」という語彙の変

化を概観しつつ、そこに〈教育〉的な〈まなざし〉が関わる諸相を明らかにする。

このように〈教育〉を多面的に理解し、大学で教育学を学ぶ意味も説明したい。

安藤　耕己 教授 講義 最低10名～上限100名 50分～90分 ○
・実施校にて、プロジェクタとスクリーンを

ご準備願います。
○ ○

地4-11 ○ ○ 教育

〈子ども･若者の＜居場所＞をめぐる社会史　－「たまり場」から「居場所」へ

－〉

戦後の青少年教育では、そのキーワードが1990年代を境に「たまり場」から「居

場所」へと転換していく。その背景を理解しつつ、学校外教育の現状、学校と地域

との連携・協働を〈第３の生活領域〉をキーワードとして考える。

安藤　耕己 教授 講義 最低10名～上限100名 50分～90分 ○
・実施校にて、プロジェクタとスクリーンを

ご準備願います。
○ ○

地4-12 ○ ○ 教育

〈探究とは何か　－科学的探究とその過程－〉

理科における「探究」は、分からないことを科学的に調査追求するための重要な活

動です。最近の理科の授業においては、改めて、この科学的探究が見直され、生徒

にその能力を育成することが求められています。そこで本講義では、科学的な探究

とその過程について解説します。

今村　哲史 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○
・小学校（高学年）対応可

・詳細な内容は相談に応じます。
○

地4-13 ○ ○ 教育

〈理科の学習と思い違い　－理科を諦める要因－〉

なぜ、中学や高校の理科の勉強は難しいと感じるのだろうか。理科教育の研究か

ら、正しいと思っていた考え方も、子ども自身の思い違いであることが多く、勉強

しても変えにくいものであることが報告されています。そこで本講義では、思い違

いの実態やその原因について事例を基に解説します。

今村　哲史 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○
・小学校（高学年）対応可

・詳細な内容は相談に応じます。
○

地4-14 ○ ○ 教育

〈意思決定能力の向上を図る手立て－環境問題を題材として－〉

科学・技術の発展は、良い面だけでなく、それに伴った問題も産み出しています。

社会を構成する市民として、その問題解決のために必要な能力として、意思決定能

力（思考力・判断力・行動力）があります。本講義では、意思決定とは何か、その

能力を育成するための手立てについて、具体例をあげながら説明します。

今村　哲史 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○
・小学校（高学年）対応可

・詳細な内容は相談に応じます。
○ ○ ○ ○

地4-15 ○ ○ 教育

〈はじめての日本語ディベート〉

日本語でのアカデミック・ディベートの初歩をワークショップ形式で行います。活

動しながら、議論の意味や論理的思考とはどのようなものかについて考えます。

江間　史明 教授 講義・演習
10人～90人程度まで。

ご相談に応じます。
ご相談に応じます。 ○ ○ ・小学校（高学年）対応可 ○

地4-16 ○ ○ 教育

〈教育の脳科学〉

　将来の目標を達成するために、現在の行動を効率よく遂行するために必要とされ

る「実行機能」という能力を中心に教育分野における脳科学の可能性をお話しま

す。この未来を切り拓く「心をコントロールする力」を切り口に、特別支援教育の

視点から科学研究に支えられた新しい教育のあり方を提案します。

大村　一史 教授 講義 ご相談に応じます。 90分程度 ○

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。必要に応じて、受講人数

分の配布資料の印刷をお願いします。

○

地4-17 ○ ○ 教育 〈第二言語習得研究入門〉 佐藤　博晴 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

地4-18 ○ ○ 教育

〈「教員の仕事」の魅力と生きがい〉

１．教師になるための条件　２．教師の仕事

３．山形県が求める教師　４．教師の生きがい

５．実践例（小学校）

中井　義時 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○
・山形県の教師をめざす高校生を対象としま

す。
○

地4-19 ○ ○ 教育 〈「読み聞かせ」入門〉 三浦　登志一 教授 講義･実習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ・小学校対応可 ○
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地4-20 ○ ○ 教育

〈発達障害児の理解と支援〉

発達障害児（学習障害、注意欠多動性障害、自閉症スペクトラム障害等）の特徴と

その支援方法について、実技や障害体験を通して分かりやすく説明します。

三浦　光哉 教授 講義･演習 10名～100名 60分～90分 ○ ○ ・幼稚園・保育園・小学校対応可 ○ ○

地4-21 × ○ 教育

〈国語教員という職業〉

国語教員のやりがいや苦しさ、なりかたと自己研鑽の方法を高校生に伝えてキャリ

ア教育のお手伝いをします。

三上　英司 教授
講義・

ワークショップ
ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

地4-22 × ○ 教育

〈避難所生活簡易ワークショップ〉

自然災害発生時のライフライン停止した状況を想定して、避難所生活簡易ワーク

ショップを行います。高齢者や幼児を連れた人、食物アレルギーの人など多様な人

になりきって体験し、被災時のために備えるべきことを考えます。

石垣　和恵 准教授 講義・実習 上限30名程度 90分程度 ○ ○

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

（または大型テレビ）をご準備願います。

・非常食の試食については実費ご負担いただ

きます。

○ ○ ○ ○

地4-23 × ○ 教育

〈デートＤＶて何？～対等な人間関係を考える～〉

生徒をデートDVの被害者にも加害者にもさせないことを目的とします。男女の日

常の会話をロールプレイしてもらいながら、デートＤＶとは何かを理解させ、誰に

対しても暴力は許されないことに気づかせます。また、男女間に限らず、お互いに

尊重し合う気持ちのよい関係づくりを考えます。

石垣　和恵 准教授 講義 上限200名程度 50分程度 ○

・プロジェクターとスクリーンをご準備願い

ます。

・受講する生徒さんからロールプレイに参加

してもらいます。

　生徒さんのご指導にご協力願います。

○ ○

地4-24 × ○ 理学 〈岩石の観察•標本作り〉 大友　幸子 教授 実習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

・小学校対応可

・学校周辺の川原の礫の学習などを行いま

す。

○ ○

地4-25 ○ ○ 理学

〈身の回りの光学現象と光学技術〉

虹やシャボン玉が虹色に見える理由や発光ダイオードの原理など私たちの身の回り

の不思議な光の世界や日本を支える光学技術について紹介します。

津留　俊英 教授 講義・実験 5名～20名 60分～120分 ○ ○

・小学校対応可

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。

○

地4-26 ○ ○ 理学

〈初めて学ぶ現代数学〉

数学が苦手な人には、「理屈を嫌う」「表現することを面倒と思う」という傾向が

見られるように思います。それでは数学の個性を無視して数学と仲良くなろうとし

ているようなものです。「理屈と付き合う」「あえて表現する」というテーマで演

習を交えながらお話したいと思います。

皆川　宏之 教授 講義他 ご相談に応じます。
40分～120分

（相談に応じます。）
○ ○

・講義、質問会、懇談会など相談のうえで行

います。

・内容等に関しても相談に応じます。

○

地4-27 ○ ○ 理学

〈統計的な推測〉

統計的な推測（推定、検定）について、ご希望の内容をお話しします。また、高校

では扱わない、より発展的なトピック（ベイズ統計など）についても対応可能で

す。

坂口　隆之 准教授 講義 ご相談に応じます。
60分～120分程度

（ご相談に応じます）
○

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○

地4-28 ○ ○ 理学

〈統計的思考法入門〉

われわれの日常生活にはたくさんの統計データが溢れています。統計データの重要

性は明らかですが、一方でこれらは容易に悪用されてしまいます。統計データと上

手につきあっていくためには、一人一人が「統計的な考え方」をきちんと身につけ

ることが大切です。本講義では、数学の授業では扱いにくい「統計的な考え方」

（統計的思考法）について紹介します。

坂口　隆之 准教授 講義 ご相談に応じます。
60分程度

（ご相談に応じます）
○ ○

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○

地4-29 ○ ○ 理学

〈科学実験教室〉

幼稚園や小学校では行わない楽しい科学実験（液体窒素を使った実験、スライム作

りなど）に一緒に取り組みます。子ども達の「科学の芽」を育む科学実験とは何

か、どんなことに注意して実施すればいいのか、一緒に考えていきましょう。

鈴木　宏昭 准教授 実習 ご相談に応じます。 30分～60分（要相談） ・幼稚園・小学校対応可 ○
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地4-30 ○ ○ 理学

〈実験で学ぶ科学の世界〉

科学実験を通して、いろいろな「不思議」を体感し、その「不思議」にはどのよう

な理屈があるのか、一緒に考えましょう。また、子どもたちに「不思議」を体感せ

るときのポイントについてもお話しします。

後藤　みな 講師 実習 ご相談に応じます。 30分～60分 ・幼稚園・小学校対応可 ○

地4-31 ○ ○ 工学

〈エリプソメトリー入門〉

有機・無機を問わず様々な分野で薄膜化が進み、高精度な膜厚制御や膜質管理、さ

らには反射位相制御が要求されるようになってきました。エリプソメトリーは非破

壊・非接触でこれらを測定できる光学計測法です。偏光の種類や表記法、測定原理

などについて平易に解説します。

津留　俊英 教授 講義 5名～20名 60分～120分
・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○ ○

地4-32 ○ ○ 工学・情報科学

〈量子コンピュータの不思議な世界〉

－量子力学－ それは,我々の常識では考えられないような摩訶不思議な現象が起こ

る世界です．量子コンピュータは,その量子力学の枠組みを用いて作られます．その

ため,通常のコンピュータとは全く異なる方法で処理が行われます．どのような不思

議な結果が出てくるのでしょうか？量子コンピュータの最新技術をわかりやすく紹

介します．

中西　正樹 教授 講義 ご相談に応じます。
45分～120分

（ご要望に応じます。）
○

・内容について，ご要望がございましたら事

前にご相談ください。

　できる限り対応いたします。

・実施校にて、プロジェクターをご準備願い

ます。

○ ○

地4-33 ○ ○ 工学・情報科学

〈未来のコンピュータはこんなにすごい！ －情報技術の最先端－〉

私たちが普段，何気なく使っているweb検索や，最近話題の人工知能は，一昔前で

は到底考えられない性能を達成しています．そういった情報技術の裏側を，人工知

能のデモ等を交えながら紹介します．その凄さをぜひ実感してください．さらに，

10年後を目指した情報技術として，現在行われている研究を紹介し，将来のコン

ピュータ像をわかりやすく解説します．

中西　正樹 教授

講義

（希望があれば

実習も可）

ご相談に応じます。
45分～120分

（ご要望に応じます。）
○ ○

・内容について，ご要望がございましたら事

前にご相談ください。

　できる限り対応いたします。

・実施校にて、プロジェクターをご準備願い

ます。

○ ○

地4-34 ○ ○ 造形

〈芸術･アートの心理学〉

美術・造形芸術と心理学との関わりについて説明します。認知心理学や色彩心理学

を中心に，美術やデザインの作例を見ながら分かりやすく説明していきます。

小林　俊介 教授 講義 5名～50名 90分 ○ ○
・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○

地4-35 ○ ○ 造形 〈楽しい図画工作〉 降籏　孝 教授 実習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ○ ○

地4-36 ○ ○ 造形 〈美術で大切なこと〉 降籏　孝 教授 講義・実習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ○

地4-37 ○ ○ 造形
〈彫刻の世界〉

彫刻という立体芸術について、その歴史や作品を紹介します。
土井　敬真 准教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ○

地4-38 ○ ○ 音楽

〈山形県民歌「最上川」の謎〉

日本三大県民歌の一つとされる山形県民歌「最上川」。その制定の過程と作曲者島

崎赤太郎について解説します。山形の人が意外に知らない県民歌「最上川」の謎、

なぞ、ナゾ。

佐川　馨 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 〇 ○

地4-39 ○ ○ 音楽 〈指揮法の基礎〉 渡辺　修身 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○ ○
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地4-40 ○ ○ 音楽

〈メロディの分析と創作〉

さまざまな楽曲のメロディがどのような素材によりつくられているのかを分析的に

みてみます。最後に，学んだことをもとにしてメロディをつくってもらいます（発

表の機会をもてたらと考えています)。

名倉　明子 教授 講義・実習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

・ピアノのある教室等で講義します。

・内容についての希望があればご相談くださ

い。

○

地4-41 ○ ○ スポーツ

〈登山〉

日本人が古くから親しんでいる登山について、歴史と現在の状況（登山者、形態、

危険、環境）について概説し、各地の山を紹介する。

笹瀬　雅史 教授 講義・実習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

地4-42 ○ ○ スポーツ

〈身体運動のメカニズム〉

基本的な力学の知識を身体運動に当てはめ，そのメカニズムについて考えます。筋

や骨，関節の構造を知り，身体が動く仕組みを力学的に解説します（ミクロな視

点）。スポーツにおける身体や用具の動きを力学的に捉え，解説します（マクロな

視点）。

井上　功一郎 准教授 講義 ご相談に応じます ご相談に応じます。 ○

・映像機器を利用しますので、実施校にて、

プロジェクターとスクリーン等をご準備願い

ます。

○

地4-43 ○ ○ スポーツ

〈スポーツバイオメカニクス入門〉

スポーツの動作を力学・生理学・解剖学など観点から総合的に分析する応用科学，

それがスポーツバイオメカニクスです。高速度ビデオカメラや各種センサーを用い

て動きのデータを取得し研究をします。このスポーツバイオメカニクスの研究の一

端を紹介します。

井上　功一郎 准教授 講義・演習 ご相談に応じます ご相談に応じます。 ○ ○

・映像機器を利用しますので、実施校にて、

プロジェクターとスクリーン等をご準備願い

ます。

・演習についてはご相談の上，対応いたしま

す。

○

地4-44 ○ ○ スポーツ

〈スポーツ動作の科学〉

スポーツにおいて高いパフォーマンスを発揮するためにどのように身体を使うと良

いのでしょうか？大きな力を出す，速く動く，バランスをとるなどスポーツに必要

な基本的な動きのコツを科学的に解説します．

井上　功一郎 准教授 講義 ご相談に応じます ご相談に応じます。 ○ ○

・映像機器を利用しますので、実施校にて、

プロジェクターとスクリーン等をご準備願い

ます。

○

地4-45 ○ ○ 健康

〈健康に生きる力について〉

私たちが豊かな人生を歩むためには、あるがままの自分を受け入れつつ、日々健康

的な生活が送れることや不健康な行動をなるべくしないでいられることが大切で

す。そのために必要な力についてお話しします。

新井　猛浩 教授 講義 最低10名～上限200名 60分 ○ ○

・映像機器を利用しますので、実施校にて、

プロジェクターとスクリーン等をご準備願い

ます。

○ ○

地4-46 ○ ○ 健康 〈私達の食生活と健康〉 大森　桂 教授 講義 ご相談に応じます。 ○ ○ ・小学校対応可 ○ ○

地4-47 ○ ○ 健康

〈うんちの重要性〉

うんちは汚いイメージで、学校内でトイレに行きにくい感覚であるけれども、実は

体にとって大切なもので、食べ物から栄養を吸収した残りカスではなく、腸内で微

生物が発酵して、有用な成分を作り出していることを解説する。

小酒井　貴晴 教授 講義
最低3名～

上限120名程度
20分～30分 ○

・小学校（３年生以上）対応可。

・映像機器を利用しますので、実施校にて、

プロジェクターとスクリーン等をご準備願い

ます。

○ ○

地4-48 ○ ○ 健康

〈腸内発酵の重要性〉　排便行為は身体にとって重要なイベントです。腸内で微生

物が発酵することで有用な成分を作り出し、腸管運動、ホルモン分泌、肥満やアレ

ルギー、さらには自閉症などとの関与性が近年明らかになっています。最新の研究

を平易に解説します。

小酒井　貴晴 教授 講義
最低3名～

上限120名程度
30分～60分 ○ ○

・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○

地4-49 ○ ○ 健康

〈氾濫する食と健康に関する情報への対応

　　　　　　　　　～どのように考え、利用するか？～〉

巷に多く出回る食に関する情報。中にはウソの情報も多く存在します。我々が生活

する上で、これらの情報とどのように付き合い、利用するべきなのか？実際の論文

からの栄養データを読み解きながら、科学的根拠に基づいた栄養学とはどのような

ものなのかについて講義します。

楠本　健二 准教授 講義 30名～60名程度 90分程度 ○ ○
・実施校にて、プロジェクター、スクリー

ン、パソコンをご準備願います。
○ ○ ○
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地4-50 ○ ○ 健康

〈「油（あぶら）」と「脂（あぶら）」と健康のはなし〉

油（あぶら）と脂（あぶら）を合わせて油脂と言います。一般的に油脂は健康に関

して悪者扱いされがちですが、実際はそうではありません。これまで当たり前と

思っていた油脂への考え方が変わります。油脂と健康について科学的根拠に基づい

た栄養学を基盤に講義します。

楠本　健二 准教授 講義 30名～60名程度 90分程度 ○ ○
・実施校にて、プロジェクター、スクリー

ン、パソコンをご準備願います。
○ ○ ○

地4-51 ○ ○ 健康

〈骨の健康を考える　～今のうちからコツコツ備えよう～〉

身体の支持組織である骨は、若いうちからしっかりと強化しておく必要がありま

す。将来、骨粗鬆症などの骨の病気を防ぐためにも今から骨の健康について考えて

みましょう。骨の健康には一般的にカルシウムと考えられていますが、実はそれだ

けではありません。近年の新しい知見とともに現代の問題、解決策について講義し

ます。

楠本　健二 准教授 講義 30名～60名程度 90分程度 ○ ○
・実施校にて、プロジェクター、スクリー

ン、パソコンをご準備願います。
○ ○

地4-52 ○ ○ 健康

〈スポーツ選手と食事〉

ジュニアスポーツ選手やその保護者、指導者を対象にスポーツ選手として適切な食

事の量、トレーニング効果を上げる食事のとり方のコツをお話します。

矢ロ　友理 准教授
講義・

調理実習
1名～40名 60分 ○ ○

・スポーツ指導者や選手の保護者も対象に含

めます。
○ ○

地4-53 ○ ○ 健康

〈医学的見地に基づいた適切な水分の取り方〉

この授業では、巷で言われている脱水時や運動後の間違った水分補給法を医学的な

見地を基に適切な補給法を学びことができます。また、市販されている飲料で何が

適しているのかを，試飲してもらい説いていきます。

三原　法子 講師 講義 10名～30名
90分～120分

(ご相談に応じます)
○ ○

・受講生は電卓を持参願います。

・ノートパソコン、試飲用の補水液は、大学

で用意します。

・実施校にて、試飲用紙コップ、千切りキャ

ベツ100g、塩3g、ビニール袋1つ、お手拭

き、ディスポの出袋1組、プロジェクタ－、

ポインターをご準備願います。

○ ○

地4-54 ○ ○ 心理 〈心理学を学ぶ〉 藤岡　久美子 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○ ○

地4-55 ○ ○ 心理 〈思春期•青年期のメンタルへルス〉 佐藤　宏平 教授 講義 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○
・実施校にて、プロジェクター、スクリーン

をご準備願います。
○

地4-56 ○ ○ 心理 〈高校生のための心理検査入門〉 佐藤　宏平 教授 講義・演習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○
・実施校にて、プロジェクター、スクリーン

をご準備願います。
○

地4-57 ○ ○ 心理 〈高校生のための心理学入門〉 佐藤　宏平 教授 講義・演習 ご相談に応じます。 ご相談に応じます。 ○
・実施校にて、プロジェクター、スクリーン

をご準備願います。
○

地4-58 × ○ 心理

〈心理学入門〉

人のこころの事象や現象に関する身近な具体的例を挙げながら、心理学とはどのよ

うな学問で、何を学ぶことができるのかについて講義します。

本島　優子 准教授 講義 10名～50名程度 90分程度 ○
・実施校にて、プロジェクターとスクリーン

をご準備願います。
○ ○


